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Warum miissen sich Welt und Erde im Kunstwerk miteinander streiten? In seiner Abhandlung 
'Der Ursprung des Kunstwerkes”denkt Heidegger, daB auBerhalb dieses Streites beide nicht 
<las sind, was sie sind. Wir behaupten vielmehr, daB die Erde nicht mit der Welt zu streiten 
braucht, weil die Erde schon vor diesem Bestreiten von sich aus aufgeht. Um nur zu ihrem 















ある しかし、ともかくもハイデッガーは、まず現実的な「作品」から始める（HW, S. 2）。
差し当たり気づかれるのは、すべての作品は「物的なものJを有しているということである。だが
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数を示す。全集版以外で用いたハイデッガーの著作の略号は、以下の通り。 DieFrage nach dem Ding, Max Niemeyer, 1975' 








1 この時期のハイデッガーの諸講義には、ゴッホの作品への言及が多い。 Vgl.z. B. EiM, S.27, FnD, S.163, 164. 



















10 「平面図［GrundriB，根底の裂け目］」「立一面図［AuιriB 立ち現れる 裂け目］」「輪郭［Umnβ 囲む裂け目］」とは、それぞ
れ「大地」「世界」「世界と大地の闘し汁のほうから見られた「裂け目（Riβ）」のことであろうと思われる。
I 逆にもしゴッホの作品が聞いたのが全くの新しい世界だ、ったとするなら、それはく農婦の世界＞ではなくくゴッホの世界＞だ
ということになり、ハイデッガーの記述は初めから間違っていたということになろう。
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